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ゲーテの "Iphigeniein Tauris“ 
について
長 沼 敏 夫
一問題の所在
さしあたって私は Iphigenieがギ リツ ャに帰ることの動機付けの変化を中心にして，
この作品の提起する問題を明確にしようと思 う。
Iphigenieの故郷に帰るという 行為は，最初と最後では異なっていると考えられる
が，その変化は，彼女が Orestと思いもかけずめぐりあうことができて (3幕 1場)，
彼女がなぜ家族たちとはなれていなければならなかったのかという 自分の立場を認識し
た時にはじまり ，Arka&との対話 (4幕1場)によ って Pylade&のつくった逃 亡 の計画










..mein Verlangen &teht hinuber nach dem schonen Lande der Griechen， und 
immer mocht ich ubers Meer hinuber， das Schicksal meiner Vielgdiebten teilen. 
( 1幕 1場)
故郷からはなれて，家族とはなれて暮さなければいけない人は不孝である。
Weh dem! der fern von Eltern und Geschwistern ein einsam Leben fuhrt; ihn 
l証e&tder Gram de:; schonsten Glucks nicht genies~en; ihm schw証rmenabw証rts
immer die Gedanken nach seines Vaters Wohn山 19，an jene Stellen， wo die goldne 
Sonne zum erstenmal den Himmel vor ihm aufschloss， wo die Spiele der Mitgebornen 






Iphigenicの父に対して Dianaが Opferとして Iphigenieを否定求したので， 父はそ
の要求に従って Iphigenicを搾げた。 Dianaはその Opferを腕にとって Taurisに





ったく 個人的であり， f!自動的であり ，またそのものとしてま ったく 1)然なものである。
そして父と Dianaとの不和を現状認識の土台においていることは， この[時j切における
彼kの立場のな誠の特徴的な点であるといえる。
こうした Iphigenieの態度は Taurisの人々にとっても窓講義される。 Thoasの従僕
Arkasは Iphigenieの態度を非難して，lphigenieがいかに故郷を憧れようとも，彼女
の父が彼f;(を凡姶てたのではないのか，だから故郷はもうなくなったのと!.IJじではない
かという。また Iphigenieが泌留の巡命によって Thoasに泣わされたとき， Tauri:-. 
















なった息子に代って信額できる人を求めるためである。 しかし Iphigenieにと って彼の
求婚は努迫と映り最も怖ろしいものである。


























にたいして Dianaが Iphigenieを要求したこと，そして Opferとして捧げられたその







Es sind nicht Worte， leer und kunstlich， [ch巴incndzusammengesetzt. Ich habe 
nichts gesagt， als wa~ mein GeI:Jt mich hie~:; (1幕 3場)
という。さらに Geistの命ずるところのものを説明するために衣のように続ける。
Sol ich nicht meinen Vater gern und meine Ml1tter wiedersehn， die mich al!l 
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tot beweinen， und in den alten Hallen von Mycene meine Ge&chwister! (1幕 3場)
Iphigenieの主張することは終始故郷と家篠への慣れである。そしてこれがIphigenie
個人の感情としてはま ったく正当なものであっても， Thoar， 自身を納得させるに 十 分
ではなかった。 Thoar.にとって見れ(i，それはまったく Thoasの求婚をことわるため
の口実にすぎないのである。
So kehr zuruck! Tu wa: dein Herz dich heist und hore nicht auf die Stimme 
guten RatD und der Vernunft， cci ganz ein Weib und gib dich hin dem Trieb， der 
zugellos dich dahin oder dort hin reisgt. (1幕 3場)






Denn die Un&terblichen hab~n ihr Menschengeschlecht lieb， und wollen ihm 
ein kurzes Leben gerne fricten， und gりnnenihm den Mi取 nu&auf eine Weile des 
ewig leuchtenden Himmels. ( 1幕 3場)
Iphigenieはこうして Orestとめぐりあうまで彼女の Geistの戸に耳を傾けながら，そ
れが実現されるのをひたすら願うだけである。
Thoasの命令によ って，二人のギ リシャ人が彼女の手に委ねられることになる。そ し
てそのうちの一人は彼女の弟 Orestであり ，他の一人は Orestの親友ともいうべき
Pyladesである。 しかしPyladesは自分迭の素姓を斎女として眼前にいる OreDt の姉
Iphigenieにわざと打ちあけない。
Iphigenie は Pylade~ から彼女の憧れの対象であった Agamemnon 家の悲惨な状態
を知る。母は父を殺した。原因は娘 Iphigenieを夫 Agamemnonが，Dianaへ Opfer
として俸げたことである。 Iphigenieの憧れの対象はくずれ去っていた。 しかもその原
因の中には IphigenieLl身がいる。彼女は Pyladesからその先を続けて聞くことはで
きない。そして Orestが尽を殺したということを伝えるのは， その Orest自身であ
る。もちろん彼女はそれが， Orest自身であるとは知らない。 Orestはそのことを話す





Deinen Rat ewig zu verehren， Tochter Latos， war mir ein Gesetz， dir mein 
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Schick~al ganz zu vertrauen， aber solche Hoffnung hatt ich nicht alf dich， 
noch auf deinen weitregierenden Vater. (3幕 1場)
弟とのめぐりあいの意外さは衣に白分の今まで持っていた願望への反省となる。
Soll der Mensch die Gりtter wohl bitten? Sein kuhnster Wunsch reicht der 
Gnade， der schりnstenTochter Jovis， nicht an die Knie， wann sie， mit Segen 
die Hand gefullt， von den Unsterblichen freiwillig herahkommt. Wie man den 
Konig an seinen Geschenken erkennt - denn er ist reich vor Tausendenー， so 
erkennt man die Gotter an lang bereiteten， lang aufgesparten Gaben; denn ihrc 








und mir steigt aus der Eltern Blut ein Reis der Errettung， das Zllm 
schattenreichen B:lUme Knospen und Wuchs hat. (3幕 1場)
とい うように，むしろ家族の残虐な行為に加わらないで，その後の家庭の再建を認すた
めであり， また
・・undist dein Wille， da~s du hier mich bargot， nunmehr vollendet， willst du 
mir durch ihn und ihm durch mich die selge Rettung geben， 50 Iり~ ihn von den 
Banden der Furien， daes nicht die teure Zeit der Rettung uns entgehe. (3幕3場)
というように，Iphigenieは Orestの慰傑者として，Orestは Iphigenie を故郷に連
れて帰るための救い手としての役割jをそれぞれに与えるためであったということに な
る。





















o weh der Luge! Die Brust wird nicht wie von einem andern wahrge: 
Eprochenen Worte gεtrost und frei. (4幕 1場)
しかし Arkasが Opferを急、ぐよう命令を伝えて来た時は Pyladesの策略にしたが
って磁をつく 。Arkasは以前に，彼女が Taurisにとってどんな価値を持っているかを
説いて， Thoasとの結婚を頼んだ男である。このたびの Opferも， Thoasが結婚を
拒絶された結果にすぎず，そしてまた Taurisの人々はけっしてこのような Opferを
望んでいないことを説いて， もう一度考えなおすよう求める。 Iphigenie はそれを前
と同じようにことわるものの，一人になってから反省せざるをえない。
Jetzt hat dieser Mann meine Gedanken auf das Vergang~ne geleitet und durch 
seine Gegenwart mich wieder erinnert， das ich auch Mem:chen hier verlacse， 































かったのかを知った。彼女は今こそ Orestと共に故郷に帰り ， 家を再建しなければな
らない。だからこの帰郷の意室長は Iphig~nie において ， 質的変化を受けたといわなけ
ればならない。 Orectとあうまえの Iphigenie はまったく個人的な窓味での， そして










Von Jugend auf hab ich gelernt gehorchen， erst m巴inen Eltern und dann 
einer Gottheit， und diese Folgιamkeit ist einer S邑eleschonste Freiheit; allein 







Sei uns {reundlich! Mein Vater ist dahin durch eeiner Frauen Hand， sie ist 
durch ihren Sohn gefallen. In ihm liegt noch die letzte Hoffnung von Atleus 
Stamm. Lass mich mit reinen H語ndenwie mit reinem Herzen hinubergehn und 














Ich leugn es nicht， Kuhnheit und List Echeint mir gar wurdige Zierde dem 
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